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ロシア軍機撃墜事件（2015 年 11 月）以後のトルコとロシアの関係 
Turkish-Russian Relations after Jet Shoot-down Crisis 
 
はじめに 
2017 年はトルコとロシアの関係の深さが目立った 1 年であった。シリア内戦においては、
トルコ、ロシア、イランの 3 ヵ国で内戦を終息させるためのアスタナ会議が 8 回開催された。
また、11 月末にはロシアのソチにおいて、ロシア主導の国民対話会議が開催された。加えて、
トルコ政府は北大西洋条約機構（NATO）加盟国でありながら、ロシアの防空ミサイルシステ
ム S-400 の購入を決定したと報道されている。しかし、2015 年 11 月 24 日のロシア軍機撃墜






2015 年 9月 30 日、アサド政権を支援するロシア軍が空爆を開始した。ロシアの空爆の目的
はアサド政権の擁護とイスラーム国（IS）の掃討であり、後者に関してはトルコとも利害が一














6 月 29 日に両国は関係正常化に合意した。そして、8月 9日にはレジェップ・タイイップ・エ
ルドアン大統領がロシアを訪問し、原発事業の再開、ロシア人観光客向けのチャーター便の再
開、トルコを経由してロシアからヨーロッパに抜けるガスパイプラインの「トルコ・ストリー













トルコの観光業は 2017 年に再び活性化しつつある。2017 年 10 月までの 10 ヵ月間で、ロシア
人観光客は前年比で 496%増加し、450 万人以上がトルコを訪れている 2。2017 年 10 月には、
禁輸措置が解けていなかったトマトのロシアへの輸出も 2017 年年末から 2018 年初め辺りを
めどに解禁されることが決定した 3。 
 安全保障分野での関係も深まっている。エルドアン大統領は 2017 年 9 月にロシアの防空ミ
サイルシステム S-400 の購入を決定したと発表した。トルコの S-400 の購入に関しては、以前











合の開催である。アスタナ会合は 2017 年 1 月から 2017 年 12 月までに計 8 回実施されてい
る。以下で、8回のアスタナ会合について少し詳しく見ていきたい。 






                                                   
1 駐トルコ・ロシア大使銃殺事件の詳細は、今井宏平「トルコのロシア大使が射殺される。犯
人は「アレッポを忘れるな」と叫ぶ」『News Week 日本版ウェブ』、2016 年 12 月 20日掲載。 
2 “Foreign tourist arrivals in Turkey rise nearly 30 pct in 2017”, Hürriyet Daily News, 29 
November, 2017. 













コ、イランの 3 ヵ国で停戦のための監視機構を創設することで合意した 5。ただし、監視機構
の詳細については詰められず、2 回目の会合に持ち越された。 
第 2回目の会合は 2月 15 日から 16 日に実施された。この会合では前回の話し合いから引き
継がれた停戦監視機構の公式化について文書が採択された。また、アサド政権と反体制派の間
で捕虜と遺体を交換するメカニズムに関しても話し合われた 6。第 2 回目の会合にはアサド政
権および反体制派の代表団も出席した 7。 
第 3回目の会合は 3月 14 日から 15 日にかけて実施された。この会合の直前、シリアで 2 度
の自爆テロが起こり、反体制派はこれを理由に参加を見合わせた 8。そのため、議論はほとんど
進まない会合となった。 















ていた。また、ロシアは 7月 9 日にアメリカとの間でシリア南西部のダラー県とクナイトラ県
                                                   
5 Patrick Wintour, “Sponsors of Syria talks in Astana strike deal to protect fragile ceasfire”, 
The Guardian, 24 January, 2017. 
6 “Second round of Syrian talks in Astana adopt mechanism to monitor ceasfire”, The 
Astana Times, 17 February, 2017. 
7 アメリカ、ヨルダン、国連の代表も出席した。 
8 “Syria peace talks in Astana close with no sign of rebels”, Reuters, 15 March, 2017. 
9 Catherine Putz, “5th Round of Astana Syria Peace Talks End without Agreement”, The 







第 6回目の会合は 9月 14 日から 15 日にかけて実施された。そこで、3ヵ国間で合意した緊
張緩和地帯の一部、具体的にはイドリブ県を中心にラタキア県・ハマー県・アレッポ県の一部








第 7 回目の会合は 10 月 30 日から 31 日にかけて実施された。この会合では緊張緩和地帯の
設置に関して大きな進展は見られなかったが、その一方でテロとの戦いの徹底、そして国連に
よるシリア内戦の停戦交渉であるジュネーブ会合を補完するためにロシア主導で開催されるソ
チでのシリア国民対話会議を 11 月末に開催することが確認された 15。続いて 12 月 20 日から
21 日にかけて実施された第 8 回目の会合も第 7 回目の会合と同様に 2 度目のソチでのシリア
国民対話会議を 2018 年 1月 29 日と 30日に実施することを確認する会合となった。 
アスタナ会合だけでなく、ロシアが企画したシリア内戦仲介のためのソチ国民対話会議でも
トルコは中心的役割を担っている。ロシア、イラン、トルコのアスタナ会合の主要 3ヵ国は 2017
年 11 月 22 日にソチに集まり、3 ヵ国首脳会談を開催した。前日の 21 日にプーチン大統領は
トランプ大統領、サウジアラビアのサルマン国王、エジプトのスィースィー大統領とも電話協
議を行うなど調整を行い、2018 年 1 月末にソチで国民対話会議を開催することを発表した。
共同声明において、3 ヵ国の大統領はアサド政権と反体制派に国民対話会議への出席を強く促
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